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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、テロメア長の調節に関与する複合体を構成するタンパク質をコードしています。擬似遺伝子は5番染色体と22番染色体上にあります。[RefSeq提供、2010年4月],機能：テロメア長の調節に関与している可能性があります。テロメア長の調節と保護に関与するシェルタリン複合体（テロソーム）の構成要素です。シェルタリンは、テロメラーゼによって付加される二本鎖TTAGGGリピートの配列と結合し、染色体末端を保護します。シェルタリンの保護活性が失われると、テロメアはDNA損傷監視から保護されなくなり、染色体末端はDNA修復経路によって不適切に処理されます。,その他：TRF2によってテロメアにリクルートされます。 DNA自体に直接結合することはないと思われる。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによるものと思われる。,配列注意：グルタミン酸として翻訳される。,類似性：BRCTドメインを1つ含む。,類似性：Myb様ドメインを1つ含む。,細胞内局在：間期および中期細胞においてテロメアDNAと共局在する。,サブユニット：ホモ二量体。TERF1、TERF2、TINF2、TERF2IP ACD、およびPOT1からなるシェルターリン複合体（テロソーム）の構成要素。C末端でTRF2に結合するが、TRF1には結合しない。,組織特異性：遍在性。高発現。,
	研究分野
	B細胞抗原; 接着結合部
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	RAP1 抗体を使用した 293 細胞の溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	RAP1ポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

